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企
業
債
は
、
家
庭
で
い
う
借
金
に
当
た

り
ま
す
。

　

市
は
、
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
安
定
的
に

お
届
け
す
る
た
め
、
管
路
の
整
備
や
耐
震

化
な
ど
の
建
設
投
資
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
投
資
に
は
多
額
の
資
金
を

必
要
と
す
る
た
め
、
そ
の
財
源
と
し
て
企

業
債
を
借
り
入
れ
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
２
億
６
千　

万
円
の
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企
業
債
を
借
り
入
れ
し
、
今
ま
で
に
借
り

入
れ
し
た
企
業
債
の
う
ち
元
金
と
利
子
の

合
計
で
約
３
億
３
千　

万
円
を
返
済
し
ま

100

し
た
【
グ
ラ
フ
１
】
。

企
業
債
の
状
況

減
価
償
却
費
と

企
業
債
償
還
元
金
の
バ
ラ
ン
ス

　

企
業
債
償
還
元
金
が
、
減
価
償
却
費
よ

り
も
多
く
な
る
と
、
償
還
す
る
資
金
の
調

達
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
財
政
の
安
定
度
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
市
の
場
合
、
こ
の
比
率
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
企
業
債
発
行
を

抑
え
、
安
定
し
た
経
営
を
行
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
【
グ
ラ
フ
２
】
。

　

炊
事
や
洗
濯
、
入
浴
な
ど
わ
た
し
た
ち

支　　　　　出収　　　　　入

執行率％支出済額予　算　額科　　　目執行率％収入済額予　算　額科　　　目

41.7%7,500万円1億8,000万円受 水 費48.8%4億3,900万円9億円水 道 料 金

46.6%5,500万円1億1,800万円人 件 費35.3%1,200万円3,400万円受託工事収益

48.9%8,500万円1億7,400万円支 払 利 息32.1%900万円2,800万円その他営業収益

0.0%0円2億7,600万円減価償却費

0.0%0円2,300万円資産減耗費

26.6%4,500万円1億6,900万円その他経費

27.5％2億6,000万円9億4,000万円計47.8%4億6,000万円9億6,200万円計

支　　　　　出収　　　　　入

執行率％支出済額予　算　額科　　　目執行率％収入済額予　算　額科　　　目

11.3%2,800万円2億4,800万円工 事 費0.0%0円1億5,000万円企 業 債

49.2%8,900万円1億8,100万円企業債償還金20.0%80万円400万円工事負担金

48.5%1,600万円3,300万円人 件 費

80.8%4,200万円5,200万円量水器購入費

55.6%500万円900万円修 繕 費

0.0%0円1,700万円委 託 料

42.1%800万円1,900万円その他経費

33.6%1億8,800万円5億5,900万円計0.5%80万円1億5,400万円計

平成１７年度予算執行状況【表２】
１．収益的収支

２．資本的収支
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の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
は
、
ど
の
ぐ
ら

い
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
度
末
の
市
内
の
人
口
５
万
４

16

千　

人
に
対
し
、
給
水
人
口
が
５
万
２
千

10

　

人
で
約　

％
（
水
道
普
及
率
）
の
方
が

951

98

水
道
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

給
水
戸
数
は
、
家
事
用
、
家
事
用
以
外
、

公
衆
浴
場
用
、
臨
時
用
の
４
つ
の
用
途
に

分
類
し
、
家
事
用
で
は
、
給
水
戸
数
が
２

万
戸
を
超
え
、
約　

万
立
方
㍍ 
の
水
を
供

350

給
し
ま
し
た
。

　

家
事
用
以
外
で
は
、
給
水
戸
数
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給
水
量
が
平
成　

年
12

度
と
比
べ
、
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

臨
時
用
は
、
道
路
な
ど
の
工
事
に
使
用

さ
れ
た
も
の
で
す
。

給
水
量
と
給
水
戸
数
の
状
況

企業債残高の推移【グラフ１】

企業債償還元金対減価償却費比率の推移【グラフ２】
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